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山口県水産研究センター

全国水産試験場長会 会長賞受賞！
（特許技術を活用したタイラギ中間育成技術開発）

内海研究部の多賀茂専門研究員は、令和４年度全国水産試験場長会において、会
長賞を受賞しました。受賞研究業績は「二枚貝養殖方法の特許技術を活用したタイ
ラギ中間育成技術開発」です。令和４年１１月１６日富山市で開催された令和４年
度全国水産試験場長会全国大会で表彰され、受賞記念講演を行いました。

会長賞の選考理由は、次のとおりです。

アサリ、タイラギ等の二枚貝は資源が減少
しており、増養殖技術の開発が重要である。
本研究ではアサリを対象とした水路式陸上養
成方式で特許を取得し、この技術をベースに
タイラギの中間育成技術を開発したものであ
る。
現在、山口県では、海中垂下式及び干潟移植式によるタイラギ母貝団地造成技術

開発に、上記技術で中間育成された種苗を用いている。こうした一連の取組は、我
が国における二枚貝増養殖に寄与するとともに地域の水産業の発展に大きく貢献す
るものと認められる。



水産動物の輸入防疫について

逃がしたホシエイは戻ってこない？
内海東部で建網漁業に大きな被害を与えているホシエイ（図１）の被害対策とし

て、駆除が有効であることが昨年までの試験で判りました。しかし巨大なホシエイ
の処分に大きな労力が必要であることが問題でした。そこで、殺さずに再放流した
ホシエイが漁場に留まるのかを確認する目的でバイオロギング（図2）を実施しま
した。結果、標識を着けたホシエイ4尾全てが１～3日で再放流場所から7～50km
も移動しました（図３）。このことから、被害が発生している漁場で延縄等によっ
てホシエイを釣って、一度痛い目に遭わせてから再放流するだけで、駆除同様に、
漁場での漁業被害を軽減できる可能性があることが判りました。
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魚類、甲殻類など水産動物でも、新型コロナウイルス感染症のように国外からの
新疾病の持込が懸念されます。令和２年にはタイから輸入したバナメイエビ種苗で
急性肝膵臓壊死症が国内で初めて発生しました。感染症がまん延すると水産資源に
被害をもたらすことが懸念されることから、輸入には農林水産大臣の許可が必要と

なります。輸入手続きは農林水産省のHPを参照ください。

水産研究センターでは輸入後
６ヶ月間、着地検査で感染の有
無を確認する検査体制を整えて
いますので、輸入した水産動物
で異常が見られた場合はご相談
ください。

農林水産省HPより抜粋



操業に役立つ海底地形図を作成中

ガンガゼの口器中間骨による年齢査定

山口県の日本海沿岸域では、多くの地域で磯焼け（図１）の原因とされるウニ類
（ガンガゼやムラサキウニ等）が増加しており、各地の漁業者らにより藻場回復を
目的としたウニ類の駆除作業が行われています。これらの種を効率的に駆除するた
めには、まずはその種の年齢、成長、成熟等の基礎的生態を把握することが重要で
す。そこで当センターは、これまで不明であったガンガゼの年齢が加熱処理した口
器中間骨により推定できることを明らかにしました（図2、 3）。これにより、採
集海域における本種の成長速度や年齢構成を推定できるため、駆除前の現状把握や
駆除作業後の効果推定等に活用できると考えられます。
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高級魚であるハタ類など（図①：クエ）を対象とする操業に役立つように、漁業調
査船かいせい（図②）に搭載されているマルチビームソナー測深システム（図③）を使
った海底地形調査を行っています。令和４年８月に現地調査が終了した萩市見島周
辺の海底地形図は図④のとおりで、現在、データの詳しい解析を行っています。ま
た、場所によっては激しい凹凸（図⑤）や波状の美しい起伏（図⑥）なども確認でき、
漁場の複雑な様相が捉えられています。こうした調査結果が操業の効率化や資源管
理の一助になることを願うばかりです。
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お腹に記録計の入ったクエを探しています

山口県と国立研究開発法人 水産研究・教育機構 水産技術研究所八重山庁舎（沖縄
県石垣市）は、令和３年度から共同研究（水産資源調査・評価推進委託事業）によ
り、高級魚として知られる『クエ』の資源管理に向け、記録計を用いた行動追跡調
査を行っています。
この記録計は、魚が経験した水温・水深・照度を経時記録するもので、再捕され

た魚から回収した記録計のデータを解析することで、クエの行動範囲、産卵回遊、
行動パターンなどを推定することができます。
これまで令和3年10月に15尾、令和４年6月に10尾、11月に9尾のクエに記録

計を装着して下関市角島周辺海域に放流しました（累計34尾）。
令和4年12月末までに13尾が再捕され、今のところすべての個体が放流地点付近

の海域で漁獲されています。今後、これらのクエの記録計の解析を進めます。
生態に謎の多いクエについての貴重なデータが得られ始めていますが、まだまだ

データが不足しています。写真のようなお腹に記録計が入ったクエを採捕した際
は、水産研究センター外海研究部までご連絡ください。


